











































The subjective euphoria and the factor of the area residence old aged person
～ The reviewing from the side of the degree of satisfaction of the life of the senior
university participant and the alternating current having to do with physical, of 


















































に対して ｢ 非常に健康 ｣｢ 健康なほうだと思う ｣
「あまり健康ではない ｣「健康ではない ｣ の 4 段
階で回答を求めた。｢ 非常に健康 ｣「健康な方」
を ｢ 健康群」とし、｢ あまり健康ではない ｣｢ 健









































































　対象者は 60 歳から 87 歳までの 245 名である。基
本属性は、表１のとおりである。研究協力者 245 名






































 満足群（n＝140） 非満足群（n＝105） 










同居者（あり） 511 （82.1） 93（88.6） 














同伴者（あり） 75 （40.7） 44（41.9） 


























各領域名 満足群 非満足群 
生活の主体性 ** 1.44±1.5 0.97±1.2 
社会への関心 2.58±1.1 2.40±1.1 
他者とのかかわり 1.90±1.0 1.83±1.0 
身近な社会参加 3.26±0.8 3.20±0.9 
生活の安心感 1.46±0.8 1.34±0.8 
社会関連性指標得点 * 10.63±3.2 9.74±3.2 
統計的検定は平均値の t 検定を行った．**p＜.01 *p＜.05 
 
表 3 若い世代との交流状況の比較 
変数名 満足群 非満足群 
若い世代との交流（ある） 109（77.9） 70（66.7） 




変数名 満足群 非満足群 
主観的健康感（健康群）** 130（92.9） 73（69.5） 
入院（なし） 921 （92.1） 92（87.6） 
通院（なし） 90（64.3） 73（70.2） 
検診の受診（積極的） 125（89.9） 98（93.3） 
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変数名 満足群（％） 非満足群（％） 
運動（週 1 回以上） 121 （86.4） 82（78.1） 
飲酒（適量） 601 （76.3） 86（81.9） 
喫煙（吸わない） 531 （96.4） 99（94.3） 
睡眠（7～8 時間） 821 （92.1） 90（85.7） 
栄養のバランス（考える） 63（45.0） 39（37.5） 
朝食の摂取（毎日） 431 （95.7） 102（97.1） 
労働（8 時間以下） 531 （96.4） 100（95.2） 
ストレス（少ない） 17 ** （50.7） 21（20.0） 
体重の増減（なし） 65 （ 40.6） 46 （ 43.8）
統計的検定はχ２検定（df=1）を行った（いずれも両側検定）． **p＜.01  
   表６ ソーシャル・サポート受領状況の比較 
変数名  満足群（％） 非満足群（％） 
心配ごとを聞いてくれる人（あり） 127（90.7） 91（86.7） 
2～3 日の世話をしてくれる人（あり） 125（89.3） 90（85.7） 
気を配ってくれる人（あり） 431 （95.7） 102（97.1） 
元気づけてくれる人（あり） 331 （95.0） 97（92.4） 
お金を貸してくれる人（あり） 59 （67.9） 64（61.0） 
くつろいだ気分にしてくれる人（あり） 123（88.5） 84（80.0） 
用事を頼める人（あり） 011 （78.6） 80（76.2） 
長期間の世話をしてくれる人（あり） 121（86.4） 81（77.1） 
受領得点（mean±SD） 19.6 ±1.4 6.56±1.6 
受領得点については平均値の t 検定、その他の変数についてはχ２検定（df=1）を行った． 
表７ ソーシャル・サポート提供状況の比較 
変数名  満足群（％） 非満足群（％） 
心配ごとを聞く（はい） 821 （92.8） 95（91.3） 
2～3 日の世話をする（はい） 122（87.1） 91（86.7） 
気を配る（はい） 531 （97.1） 103（98.1） 
元気付ける（はい） 821 （91.4） 94（89.5） 
お金を貸せる（はい） 67 （54.3） 45（43.8） 
くつろいだ気分にできる（はい） 118（84.3） 82（78.1） 
用事を頼まれる（はい） 69 （68.6） 75（71.4） 
長期間の世話を手伝う（はい） 118（84.3） 88（83.8） 
提供得点（mean±SD） 06.6 ±1.5 6.41±1.6 
提供得点については平均値の t 検定、その他の変数についてはχ２検定． 
表５ 健康生活習慣状況の比較 
変数名 満足群（％） 非満足群（％） 
運動（週 1 回以上） 121 （86.4） 82（78.1） 
飲酒（適量） 601 （76.3） 86（81.9） 
喫煙（吸わない） 531 （96.4） 99（94.3） 
睡眠（7～8 時間） 821 （92.1） 90（85.7） 
栄養のバランス（考える） 63（45.0） 39（37.5） 
朝食の摂取（毎日） 431 （95.7） 102（97.1） 
労働（8 時間以下） 531 （96.4） 100（95.2） 
ストレス（少ない） 17 ** （50.7） 21（20.0） 
体重の増減（なし） 65 （ 40.6） 46 （ 43.8）
統計的検定はχ２検定（df=1）を行った（いずれも両側検定）． **p＜.01  
   表６ ソーシャル・サポート受領状況の比較 
変数名  満足群（％） 非満足群（％） 
心配ごとを聞いてくれる人（あり） 127（90.7） 91（86.7） 
2～3 日の世話をしてくれる人（あり） 125（89.3） 90（85.7） 
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くつろいだ気分にしてくれる人（あり） 123（88.5） 84（80.0） 
用事を頼める人（あり） 011 （78.6） 80（76.2） 
長期間の世話をしてくれる人（あり） 121（86.4） 81（77.1） 
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気を配る（はい） 531 （97.1） 103（98.1） 
元気付ける（はい） 821 （91.4） 94（89.5） 
お金を貸せる（はい） 67 （54.3） 45（43.8） 
くつろいだ気分にできる（はい） 118（84.3） 82（78.1） 
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変数名  満足群 非満足群 
親しくしている親戚（SD） 08.3 ±1.6 3.93±1.5 
親しくしている近所（SD） 70.3 ±1.7 2.88±1.6 
親しくしている友人（SD） 99.3 ±1.4 3.63±1.6 
シニア大学の受講後の新たな交流関係（SD） 10.4 ±1.7 3.77±1.8 
新たな交流関係構築の場としてシニア大学は役立つ（はい） 122（89.7） 92（89.3） 
親しくしている親戚との交流頻度 04 （29.4） 24（23.1） 
親しくしている近所との交流頻度 27 （52.9） 52（50.0） 
親しくしている友人との交流頻度 55 * （40.4） 27（26.0） 
平均値の t 検定 その他の変数についてはχ２検定    *p＜.05  
 
表９   生きがいについての自由記述 
項目     満 足 群（具体的記述）69 件    非 満 足 群（具体的記述）49 件 
趣味活動 ・自分の趣味ができる 
・趣味活動ができる 
・趣味の花がきれいに咲いたとき 計 7 件  
・趣味をしている時 
・趣味を生かした習い事 































・努力を続け結果が出たこと   
・山中をウォーキングすること  







                計 19 件 
健康である ・健康であること   
・元気で生きていること    計 4 件 
・健康で生活しているとき 
・健康で毎日を過ごすことができる  2 件
表８ 日ごろの対人交流の規模と頻度の比較 
変数名  満足群 非満足群 
親しくしている親戚（SD） 08.3 ±1.6 3.93±1.5 
親しくしている近所（SD） 70.3 ±1.7 2.88±1.6 
親しくしている友人（SD） 99.3 ±1.4 3.63±1.6 
シニア大学の受講後の新たな交流関係（SD） 10.4 ±1.7 3.77±1.8 
新たな交流関係構築の場 してシニア大学は役立つ（はい） 122（89.7） 92（89.3） 
親しく ている親戚との交流頻度 04 （29.4） 24（23.1） 
親しく ている近所との交流頻度 27 （52.9） 52（50.0） 
親しくしている友人との交流頻度 55 * （40.4） 27（26.0） 
平均値の t 検定 その他の変数についてはχ２検定    *p＜.05  
 
表９   生きがいについての自由記述 
項目     満 足 群（具体的記述）69 件    非 満 足 群（具体的記述）49 件 
趣味活動 ・自分の趣味ができる 
・趣味活動ができる 
・趣味の花がきれいに咲いたとき 計 7 件  
・趣味をしている時 
・趣味を生かした習い事 
・好きな趣味ができること    計 5 件  
人の役に立つ ・人の役に立ったとき 
・人のためにな き 
・人に良 ったといわ た  




・人のために仕事をして収入を得た時 計 8 件
友人との交流 ・友人と楽しく活動する  
・仲間と楽しく話すとき 
・友人と会っている時 



















・努力を続け結果が出たこと   
・山中をウォーキングすること  
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